
 

  
いよいよ 2 月、如月を迎えました。如月(きさらぎ)の由来は、まだまだ

寒さが厳しい時期なので、更に衣を重ね着するという意味から「衣更着
（きさらぎ）」になったという説が最も有力とされています。まだまだ寒さ
が続きます。体調管理をしっかりと行い学校生活を有意義に送ってほし
いと思います。 
 2 月に入ると 15・16 日には第 4 回定期試験があります。1 年生最
後の試験となります。「次は頑張る。」「早めに勉強する。」という言葉を
たくさん聞いた気がします。今回はどうでしょうか？実行できていますか？
「有言実行」→言葉に出したことはしっかりと行動する。今までこれができなかった人は、最後こそ
頑張って実行してほしいと思います。例えばワークなど、提出に備えて頑張れば、きっと試験で良い
結果に結びつくと思います。今から少しずつ取り組むことが大切です。また、授業で作った自分のノ
ートを振り返ることも力がつきます。このような小さな、そして継続的な努力が結果に結びつくはず
です。最後の試験に向け、家庭学習を習慣化し頑張ってください。 
 また、学校での諸活動はどうでしょう。学級の係活動や委員会活動など。このような活動も 1年

間の締めくくりを迎えます。やり残したことはないでしょうか。自分の役割を
しっかりとやり遂げることが、来年度の成長に繋がっていきます。もう一度
自分の役割を確認し、友だちと協力して取り組み、悔いのない活動にし
てほしいと思います。 
 一方で、まだまだ小学生気分が抜けていないのかと思う場面もみられ
ます。廊下を走ったり、絡みついたり、ちょっかいを出し合ったり。あと 2 ヶ
月で新 1 年生が入学してきます。立派な上級生として新入生を迎える
ことができるでしょうか。学習面も大切ですが、生活面も上級生としての
自覚をもち、行動できることを期待しています。 

  
 

 
お世話になった 3 年生の卒業まで、約 1 ヶ月半となりました。今 1 年生は 2 年生と気持ちと

力を合わせて「感謝祭」に向けて様々な活動を行っています。今年度の「感謝祭スローガン」は…。 
 

   「 感謝×応援  ～ 積で届ける 僕らの思い ～ 」 です。 
 

このスローガンのもと、１･２年生が群読係、合唱係、OP･CL
（オープニング･クロージングセレモニー係）、演出係、装飾･招待
状係、実行委員会（生徒会本部）の 6 つの部門に分かれ、3 年
生へ感謝の気持ちを届けようと努力しています。 
週 1 回は１･２年生合同で群読や合唱の練習に取り組んでい

ます。その後各係に分かれ、3 年生に思いを伝えるために精一杯活
動しています。 
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《3つのパートに分かれて練習！》       《全体練習、心を 1つに》 

 
最初は少し声が出ていなかったようですが、2学年合同で合わせた時は、素晴らしいハー

モニーが響き渡りました。これからもっと歌い込むと素晴らしい合唱になると思います。き
っと 3年生にこの思いが届くはずです。 

 

２月の行事予定  

1 木 45 分日課・教育相談⑤・試験範囲発表 16 金 定期試験(給食なし) 

2 金 45 分日課・新入生保護者説明会 17 土  

3 土  18 日  

4 日  19 月 3 年休校日・職員会議 

5 月  20 火 月例ｱﾝｹｰﾄ・感謝祭優先(放)・公立高学力検査 

6 火 45 分日課・感謝祭優先(放) 21 水 公立高学力検査 

7 水  22 木 全校評議会 

8 木  23 金 天皇誕生日 

9 金  24 土  

10 土  25 日  

11 日 建国記念の日 26 月  

12 月 振替休日・試験前部活動停止～16 27 火 感謝祭優先(放) 

13 火 自転車点検 28 水 学習のあゆみ配付 

14 水  29 木 45 分日課・感謝祭ﾘﾊｰｻﾙ・学年評議会/委員会 

15 木 定期試験(給食なし) 

 

 

最近一部の生徒の間で、「高価な文房具」を趣味として持つこと

が流行っているようです。買ってはいけないということではありません

が、学校に持って来ることによる紛失や破損には注意が必要です。

また、高価な物の貸し借りや安易に友だちにあげるようなことは、トラ

ブルにつながることもあります。いくら自分の小遣いといっても、保護者

の方が与えてくれたお金です。お金を使って他の人にプレゼントする

場合などは、保護者の方が知っている範囲でできると良いと思います。このことについては各クラス

で担任からもお話をしました。ご家庭でも話題にしていただければ幸いです。 


